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会偽櫻零  

書社団法人情報サービス産業協会りISAき  
JIS農芸J虐絆an靂nforma伽nT据ゎnob名Ⅳ鮎ry細別‖nduざね暫鮎ざ¢¢紬朋¢摘  

犠昭和59年設立宅建清彦業省認可の業界団体き  
前身芸藍牡き日本情報センター協会（Sヰ5設立き  

賓社きソ？トウエア産業振興協会闇那  

■会員数 芸正金具ふT5牡、賛助金長引牡（HI9．‡さIさラ  
■売上高 冨  丁稚さ，53；億円（全産業＝川路盈ほ億円）  
■従業者数芸32万さ，引＝名（全産業5一万3争一之一名）  

日本の有力な情報サービス企業を網羅  
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態報  ・従業員  致命現状  サーピ  

■情報サ卿ビス産業臥Z005年で亮上高I4．5兆円、従業員数5一万人亡、我が国の基幹   
産業邑じ訂他産業と遜色ない規模に審で成長した。  

1993  

【他産業の亮上高】  

繊維産業（製造分野）：   

さ．I兆円（Z000年）  
※アパしル・小売を含助るとヰ7．2兆円  

練絹業：   

I2．0兆円（2003年）  

1996  1999  2002   

【他産業の従業員敢】  

繊維産業（撃造分野）：  

○さ．0万人（Z000年）  
※アパしル・小亮を含あるとIさ3万人  

錬鋼業：  

ZI．0万人（Z00芳年）  

2005  

自動車製造産業：   

43．三縄円（ヱ002年）  

電気・電子産業（Jl－ド）：   

4引B円（2004年）  

自動手製道産業：  

TI．9万人（Z00ヱ年）  

電気・電子産業（Jl－ド）：  

I90万人（ヱ004年）   

患．▲▲  u  

・；縫濱壬榊：！  
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■亮上げ捗景気国領を反哺して今綺増加すると予測  

■組込ソフト、OSS等新た窃指術分野に対応で亘る人材が不足  
t汀持術者の不足感が上昇するトレンドで推移  

情報サービス産業 売上高の将来見通し  一今後3ケ月後と当期3ケ月の比較－  

情報サービス業 雇用判断   

一従業者の充足感－  

－100  

H10．6  H11．6  H12．6 H13．6  H14．6  H15．6 H16．6 H17．6 H18．6  

（調査時期）  

H10．6 Hll．6 H12．6 H13．6 H14．6 H15．6 H16．6 H17．6 H18．6  

（調査時期）  
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憶報  

■過去5年間∈平成ほ年からI丁年）の就業者軌臥I万4．943人の増加（ヱ．了％増）  
で儒服しここ何年か捗葡増・横ばいの状況が続いている。  
■伊方も企業に軌托する従業者軌臥招将棋ばいの状況が続き、情報相－ビス企業  
碕象円数膳全体として拡大していない。  
■‾‾出向・漏連」が拡大している  

■「蟹の飽」姑息オペし一々、キーパンチャー訳さび資料収集、市場調査、世論調査、  
コンサ托芋インヴに従事する者。  

平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年  平13－平17  平16－平17  

（人）   （人）   （人）   （人）   （人）   構成比  伸び率   伸び率   
（％）  

就業者数  558，784  569，823  567，467  569．542  573，727  2．7％   0．7％   

従業員数  526，318  534，731  535，892  533，062  536，943  100．0   2．0％   0．7％  

システムエンジニア  224，237  231，478  240，126  241，317  242，077   45．1   8．0％   0，3％  

プログラマ   111，792  113，676  114，798  105，688  101，874   19．0   －8．9％   －3．6％  

研究員   8，187   7，296   7，398   8，067   7，791   1．5   －4．8％   －3．4％  

管理・営業   91，121   90，708   89，343   94，080   93，036   17．3   2．1％   －1．1％  

その他   90，981   91，573   84，227   83，910   92，165   17．2   1．3％   9．8％   

出向・派遣  32，466   35，092   31，575  36，480   36，784  13．3％   0．8％  
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感け年の就業者5一万3，了7さ名のうち常用雇用の  
ぎ竃卿卜⑪ア絡ダ篭イト等溝ほ万ヰ讐207名蛋構成比ふ鳥¢％  こ
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暮零せ別では ‾男＿・I万I一T03名、二せ．＿三万Z＿504毛二  

蓼閥審づ…ア丑パイト等」臥従業員規模別植毛以上の大   

挙企業に多銅傾向がある¢  

暮業苦別で隠‾情報処理サービス業⊥に多い＝  

轟従事する主な仕事臥オペレーション、章一タ入九各種   
調萱関連業掩等。特に期間が限定まれる業汚に執蟻  
膏血開発部門の仕事（SE、PG等泥膳情報管理やセ  ■シ   

箱庭朋号掬等の関係から従事し難い。  

●l【●丁●i   ●ヱ■「：‖＝●  
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■汀エンジニアの成長持階に卸寸る能力の位置づけや、汀企業の戦力把握、研修7ログラム開発の際の自宅とすることを   
目的に、汀サービスを提供する際に必寧とまれる能力を職種や寺門分野ごとに明確化・体系化した指標  
■汀持湾局面に応じ、II職種35寺門分野に整理し、とれぞれの熟達唐を7段階で規定しこいる  

二●■J∴i■i】il●1■il「二I11●‖l■■こ1●11－11●jl●i●   
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翳長時間労働  

■≠シターLヘルスの悪化  

■苦戦する採用活動   

⇒学生の漣情報サービス産業瓢紆  

暮育たない高唐人材  

そ 
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億報鱈  

■ 訂社会・経清を担う基幹産業」や「成長性の高い産業」と認証しこIlる。  
■一方も㌻長時間労働」「仕事と家庭の両立が離しく」r長く活躍で重ない」とのイメー   

ジが強くも「人を大切にしている」とは思っていない。  
0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

（2）情報サービス産業の仕事や労働環境について  

口そう思う ■どちらかというとそう思う□どちらかというとそう思わない□そう思わない  

：暴投ケート1軋l中  
r‾、‾：  T二’＿ 、で   

L一一L」1■こ▲   
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つロジ王サトQ骨■時間  
労働時問の状況妄JIAS「ヱ000年版基本統計訴萱jさ榔  謳  

平均値   

所定労働時間・：－8の所定労働時間X年間所定労働日数   1月81時間   

所定内実労働時間 止記より有休等を除いた労働時隙   ＝髄時間   

汀エンジニア・所定外労働時間〔辣薫、休日出勤寄   30了時間   

竃凸ぎまサト錨マネージャの平均脅働時問  
平均  平均   

1日の実労働時間   10．1時間  1ケ月の休日出勤   1．3日   

1遺の実労働時間   51．1時間  有給休暇付与日数   1g．9日   

朝の出勤時刻   9時00分  有給休暇取眉月数   8．3日   

夜の退社時刻   20時30分  連続休暇取得日数   6．7日   

7ロジェサト■メンバーの月当たりの残業脅働時間  
J
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13．1  年嘩川Rl化到婚  

王4．之  
口平間期  

■繋f亡期  

コロ・・、名相宇lⅦ   

未層  

●il■lこi●llll‘●il●i●  ●ll疇「：Ill●  
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青用管理における課題  0％  20％  40％  60％  80％  100％  

0．8  （2．55）   

0．8  （2．76）   

2．5  （2．57）   

0．8  （1．76）   

0．8  （2．42）   

0・8  （2．78）   

0・8  （1．79）   

3・4   （1．92）   

0．8  （2．97）   

0．8  （2．47）   

0・8   （2．82）   

0．8  （2．50）   

1．7  （2．66）   

1・7  （2．15）   

1．7  （2．10）   

1・7  （2．55）   

0．8  （2．38）   

0・8  （2．48）   

1・7   （2．84）  

0・8  （2．40）  

従業員のモチベーションカモ低下してしヽる  

貢献度の低しヽ人力て土曽えてしヽる  

効率的な人材酉己置力号できてしヽなしヽ   

メンタルヘルスlこ関する問題カモ土曽えてしヽる  

若手社員の退職カキ土曽えてしヽる  

中堅社員の退職カモ土曽えてしヽる  

新卒の採用力ミ難しくなってきてしヽる  

中途採用力ミ難しくなってきてしヽる  

「
し
卜
 
 

業務効率の向上  

（2＿41）  

人材の確保・定着  

（2．23）  

「  

「  

「  

「  

評価の項目や基準カモ明確lこなってしヽなしヽ  

給与寄り度の見直しカモ必要となってしヽる  

青巨力や成果lこ応じた処遇希り度カモできてしヽなしヽ  

退職金・年金希り度の見直しカモ必要となってしヽる  

若手社長カモ育たなしヽ  

プ【コジェクトマネジャーカモ育たなしヽ  

高度スペシャリストカモ育たなしヽ  

人材育成の体系カモできてしヽなしヽ  

長時間労働への不満カキ強くなってしヽる  

評価への不満カキ強＜なってしヽる  

仕事と家庭の両立カモ困難となってしヽる  

当寺来のキャリアlこ関する不安カモ強くなってしヽる  

女性の青巨力を十分lこぅ舌用できてしヽなしヽ  

仕事と家庭の両立を支援する仕糸且みカモできてしヽなしヽ  

ヨ巨正社員lこつしヽて、適正な処遇幕l」度カモできてしヽなしヽ   

高齢者の継続雇用（定年延長など）の対策カモ進んでしヽなしヽ  

ln＝‖8l  

人事希U度の改革  

（2．69）  

人材の育成  

（2．36）  

員力ヽら見た   
課題  

（2．52）  

（2．79）  

2・5  （2．92）  

2・5   （3．17）  

0・8   （3．16）  

社会的要請  

（3．01）  

l■あてIままる  桓ややあてはまる  ⊂】あまりあてlままらなしヽ  ⊂コあてIままらなしヽ  ■無回答  
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JISA行動 情報サービス産業⊂SR（企業の社会的責任）宣言十箇条   榔8隼5巨細り定  

我々」lSA会員は、社会の情報基盤を提供する基幹産業の一員としての立場を自覚し、高い企業倫理と職業倫理をもって、市場と取引と経営の透明性を高め、  

人を大切にする魅力ある産業となるへく努力し、健全な情報化社会の発展に貢献するしまた、法令・社会規範の遵守、人間尊重、社会・経済との融合、自由  

で主体性ある事業活動の保持、社会的良識と責任ある行動により、自らか魅力ある産業へ成長することを宣言する．そして、情報技備により、少子高齢化社会  

に豊かさと調和をもたらし、グロー川」セーションと地域国有文化の伝承を両立亨せ、未来にかけがえのない地球環境を亨蔓しイ云えていくことをここに誓う  

ぜ（基幹産業としての社会的役割を自覚し全うする  

孜々た、わか回J）情軒藻て士L●こ、社会い触圭莞絹張とユこjlJ端吊舶二L’l肘J‾ろ   

ごu高品質かつ安全懐い信頼性に富む情報サーヒスを提供する ′  

裁ヤは．わか摘出情制化リノjま班∈にL’摘j、寸るため、－．■1㌢巨‘いi州エー下手l頼卓越Lた用発－プロ  

セス■’l皇理を■埼蟻することにより高晶．門なリフトウェー7′を柑撤し、′友て雄二・†J鮒■卜に1ト：子む帖  

用サービスをj■眉供す竜   

j、知的財産の価値を正しく認識し尊重する   
裁々は、㌧「トノ7エフ’・をはL：桝甜i骨－ビ郡」紬仙をl卜しく，認．哉L∴知的昭帝とLてこれら   

を車槻L、適切に悍護・溝用する．・ニ車輌仙を－今定するよケなh・動闇湖胴一億ふ棚＝かあろ  

うと・－一・明容一昔Lない   

ぜ－法令及び鱒会規範遵守の経営を実践する   

我々ほ、内調持崩刷システム〕）杓碓なi吏川を辿L、三て、汁【紬鼠を始めとする香椎iムて†枚ひ紆   

よ執挿笹を追出円山．打にナや棉＝・へ日通畔・適ポな情裡閃毎に宰相）る また、佃人情用稚㍗   

傾倒■甜托適叫に保護し、髄李な情硝化鉦ぶ明ぺ判薫聞詰す古k社会蝿聞巧とむ毀然と  

抹損Lていく  

6士優秀寧人材か育ち活躍できる嘩嘩を確立する  
代々は、情用サーヒて座業机亙＝ル沌封半端聴ほ、材てふぺことキ丁且．哉L、J・、甘い自擁ユ  

高座皿∴ 力凱1三な．評価と魅りある処遇、ワーウ・う∵ノブ・ト膏ニスな七′を■き二郎L、圧しに、と  

り 一・J、か拍．1ミを．托し草をかたカ‾）れろj■紺■結を郁－i二する   

ア 情報技術のフロフエツショナルとしての自覚と職業倫理を   

嘩持でき尋環境を確立する  

満々は、情招神意におミナ封－一拍けけ－ヒ1J－，：写こびい「要什り一，寺川す1．を仰二＝し、∫ノi一芸レユブ予ニ′ ト  

ナメーこ∴を■i■ごiめ、桝くひとり・人か1満l汀㍍称ルソUl皇ソニナ十ルとL∵山．，fJりご什i－1モL■∫ご  

こjj。1■は職業倫理を保持て▲きる脚（ユを仰い㌻る  

ざ 新たな夢と可能性にチャレンシする経営を実践する  

花々は、モウルと理魚1をヰJち、l一＝甘叶－ヒニ▲こlい畑力花山い弟＝・こ′を図り、＝ら再現掬l．三二塁  

りによ一Jて適正な利益々朝≠悍て．さらに車膵削蘭期な七吏∴1肛門に－■√‘ち．．新たな・骨と■ij杜  

仲ニヰヤレンシ寸る経て：ケを’jミ践する   

隕 経営者は自らの貴持として本宣言を実践する  

代々は、イこ‘i■（l；けノ‡が呈かしI主務て品ろこと・を．乱iil責L、手打：＝、‥「ノl圭‾高車トた重砲耳】＿、  

紬刷こ徹腫寸るとともに、クルーフーか業や灘け用言川招】】をけう．また、社内外山高蔓  

常時把捉し、■甘功友竜けぃ軸体制け対円柑をれうととも王、－1－ミ1■こす■卸町〃徹情宣車代  

川 業界のモラルと自浄能力を維持・向二する  

裁ヤは、＝紬内牧ひl’l紆ケル一っ伸＝おいて甘∴．．一にkすろ再建分明′卜Lたときにご宣、   

緑亨ニ！卜十了l●童11が関越頼りモにあたる党勢を】ノっ外に重要章二，かにL、舶ノ」うt川j、再矧端直にゃ  

める また、祉よ■へ＼ぴ）迅速か－J】r】’Ⅴ酢な1’■川杵松瀾ヒ辟帰一主一丁壬遂チJ’L、「巨∵を∴宣ナユ巌  

宴仁な処うナを盲j二うことによく．）、昔細井い蝋‖偶にヤiふ∫1る】  

カ一 事業活動と情報サwヒス市場の透明性を確保する   

叛々は、リ‾′トウニγをほしめ粧脚ナーヒスとい1川二号えにくい価情や自在吸心個闇涛   

捉倶Lているか、そ再γ成「ロセ1や成果を可視化寸竃ことによJ〕、・虹業講動U）j馴脚－1∫■】了   

‡二そ図る そして．川rjてユニ什ふい主描◆丁せ′．j‡硯Lト捏附かつ軋圭な情報サービ1ホ場   

J．瑚i．－「しと緋j布こ真御二上伸）糾む  

協会は、本宣言に同意しかつ企業活動により産業の信頼と信用を高めることに貢献する企業で構成する¢   一棚 ．，。  
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JISA人  

産横蕃「中開とり手と  leTサービスのピジ  ビジネスモ零ルに則した企業評価  

め」の“在与べ宣誓－   ネスモ零ルを再定義  指標を確立する  

露業掛違の枚革  
受託（請負）型ビジネス の高度化  偽装請負（グレーな 準季任契約等）の揉  

滅   
す与  

高晶巽頓ソフトウエア とサービス  品巽苧求（評価）基準の 策定  晶冥・生産性向上  J15A晶巽基準を制定する  

収益性の向上   営業糾鐘率向上   
業界平均で営業利益  

率川％以上   滅）を図る  

魅力ある招来像の   

確立  傭報擢術の専門性（つ  
lCTナlしツタにさる人材育成を活  

lT55レベル5以上を  
ロワェヤショナル）強 化  汀5Sの高度人材匂増加   IO万人に  

情報大学院を実現する  

海外市場訳さび技術・ビジネス動  

向に閲する頒報収集を活発化する  

風際庭周   海外進出企業の増加   
海外からの年間亮上 高I兆円         海外取引に関するマ＝ユア几を作 成する  

海外広報体制を整備する   

．■山一▲－こ＿．▲－⊥■．＿l山  
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多様な人材の活用   

企業例マネジ〆ントカの成熟  

ワーク・ライフ・パ  



給与水準   
圏内最高水準訳さび国際  年収2000万円社員  企業の給与支払い能力（収益力）  

的水準の給与水準の実現  の実現   を高助る  

身分自身匂仕事に河す  高品質窃ソフトウエアセ  「魅力ある将来像の  r魅力あ与将来像の確度」と同じ   る邑怯と誇刃を高助る  サービス  確とじ  

立」同  

経営の主体性   
親会社・闇係他社へ  

自立的窃経営戟疇切実行   の依存度の低下   
与  

職業訓練校等との連携なとにさり  

障害者雇用率の向上   倖害者雇用俺推進する  

社会的字詰と役割   コン7弓イアンス  
高齢者雇用（再雇用、継続雇用、  

働くひとり一人ガ  
定年制の見直し  

再教育等）を推進する  

誇りをもてる環境   

の確立  時間外脅働封傍削減  長時間常働の撲滅  

戦略的なキャりアマネジ  教育費の拡大（河亮  軟膏体系の整備・高度化成層び軟  

〆ント   上高比のアワー）   膏指資を増加±せ与  

lTS5レベルふ・丁を増  

高齢丁人材の育成  やす（従業員IO％以  

牛ヤりアと成長  
上）   育成する仕組みの充実を由る  

情報技術者としての基礎  

軟膏の充実   

初任者教育にさり  
初任者教育の冥朗向上を周り実技  

lTSSレベルI・2を書 成   的窃スペシャりストを育成する  

評価制度切高席化   
仕事の成果に基づく  

処遇制庁の導入   ぴマネジ〆ント制唐を構築する   
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